
「自主・自律・連帯」６月号 ～梅雨入りの季節～ 

第78回 グラウンドゴルフ大会（結果） 

 去る４月23日（土）、天神グラウンドにおいて西部センター・西部公民館共催の「第78回 グラウンドゴ

ルフ大会」が開催され、グラウンドでは熱戦が繰り広げられました。 

 参加者の皆様方におかれましては、会場設営をはじめ大会の運営に何かとご協

力をいただき誠にありがとうございました。厚くお礼を申し上げます。 

 今大会で入賞された方につきましては、以下のとおりです。（敬称略） 

 おめでとうございます。 

  

 優勝  堀部貴志雄   

 準優勝  釣本文子   

 第３位  岡田志奈子 

放送大学 入学生募集❢ 

 放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う通信制の大学です。働きながら大学を卒業したい、学び

を楽しみたいなど様々な目的で幅広い世代の方が学んでいます。ただいま2022年10月入学生を募集していま

す。詳しい資料を送付致しますのでお気軽にお問合せください。 

 

〇募集学生の種類 

 ‐教養学部‐  科目履修生（６カ月在学し、希望する科目を履修） 

      選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修） 

      全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す） 

 ‐大学院‐   修士科目生（６カ月在学し、希望する科目を履修） 

      修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修） 

 

〇出願期間  2022年６月10日～８月31日、９月１日～９月13日 

                         （インターネット出願も受付しています） 

 

〇資料請求（無料）・お問合せ先 

 放送大学和歌山学習センター 〒641-0051 和歌山市西高松一丁目7-20 

               ☎ 073-431-0360 FAX 073-431-0311 

 放送大学  https://www.ouj.ac.jp 

 
 若鮎の踊る季節となりました。地域の皆様方、保護者の皆様方におかれましては、これから蒸し暑い日が続き

ますのでお体に気を付けてお過ごしください。 

 さて、明洋中学校では引き続きマスク、消毒、手洗い、うがいなどの新型コロナウイルス感染症の予防対策を

行いながら学校生活を続けています。 

❖令和４年度部活動スタート 

 新入生が各クラブに入部し、令和４年度の部活動がスタートしました。各クラブの部員数は次のとおりです。 

クラブ名 １年 ２年 ３年 合 計 

野球 ７ ５ ７ １９ 

サッカー ２ ５ ７ １４ 

バスケ男子 １２ ５ １ １８ 

バスケ女子 ７ ４ ４ １５ 

テニス男子 ５ １０ ８ ２３ 

テニス女子 １３ ７ ５ ２５ 

剣道男子 ０ ２ ２ ４ 

剣道女子 ２ １ ０ ３ 

卓球男子 １ ４ ３ ８ 

陸上男子 ０ １ ２ ３ 

陸上女子 １ ４ １ ６ 

バレー女子 ３ ５ ０ ８ 

体操男子 ３ １ ２ ７ 

体操女子 ８ ０ ５ １３ 

柔道男子 ０ ０ ３ ３ 

柔道女子 １ ０ ３ ４ 

吹奏楽 １４ １３ １０ ３７ 

文化 ９ ９ ９ ２７ 
社会体育 ４ ７ ３ １４ 

❖今年も校訓は「自主・自律・連帯」 

 明洋中学校の校訓と言えば、「自主・自律・連帯」です。 

 本年度もこの校訓のもと、学校運営を進めていきます。 

 「自主」：自分の意思で生活や進路を切り開く生徒 

 「自律」：豊かな心を持ち、正しい判断ができる生徒 

 「連帯」：自分と仲間を大切にし、協力し合う生徒 

❖睡眠時間の調査から 

 明洋中学校では、学期に１回睡眠時間の調査をしています。今回は、５月中に行いましたので、その結果を紹

介します。 

◎就寝時間の平均    １年 22：27 ２年 23：03  ３年 23：01 

◎０時以降に就寝した生徒数  １年 ４名  ２年 13名   ３年 ４名 

 以上のような結果になりました。「寝る子は育つ」という言葉もあるように、人間の体にとって睡眠はとても

大切なものです。中学生のような成長期における睡眠はなおさらです。 

 また、睡眠時間が長い子の方が学力が高くなる調査もあります。ご家庭でももう一度生活習慣を見直してみま

せんか。 



田辺第三小学校 「清心自立」 ５月号 

❖Ｒ４ 田辺第三小学校アップデートプロジェクト❢ 

 今年度、本校では昨年度の課題を受けて、古くなったものを新しくする「アップデート」をテーマに４つの目

標にに取組んでいます。 

 ①総合的な学習の時間のアップデート 

  地域の課題について、児童と地域が双方向的に考え、行動し、発信することを通して「生き方」について学 

 び、「発想力」、「意欲」を高めます。 

 ②補充学習の時間のアップデート 

  朝学やのびのびタイムを「上の山タイム」にアップデートし、「漢字・計算」の基礎学力を高めます。 

  また、全校統一テストを学期に２回実施します。 

 ③体育授業のアップデート 

  「短距離走」に焦点をあて、いっぱい活動し、考える体育授業を目指します。 

 ④学校の仕組みのアップデート 

  現在の社会の状況や第三小学校に合った仕組みにアップデートしていきます。 

  これらのアップデートを通して、「子どもも先生もワクワクし、保護者が安心して学校に通わせられる学 

 校」にしていきたいと考えています。今後、このような取組の様子をできるだけ発信していきたいと考えてい 

 ます。子ども達の様子を見ていただき、ご家庭でも話題にしていただけると幸いです。ともに素敵な田辺第三

小学校を創っていきましょう。 

❖アップデート進み始めています 

 〇４年生総合的な学習の時間 

 遠足前に天神崎の様子を見に行ってきました。どんな気づきが

あったかな？ 

 教室で振り返ると、ゴミについての気付きがあったようです。 

 早速、遠足の時にどのようなゴミが多いのか、ゴミを集めてみま

した。 

 〇思い切り走ることができる運動場に❢ 

 体育主任の提案で、昔から打ったらそのままになっているマーキ

ング用のペグ（釘）を全部抜いて、新しいマーキングを打つことに

しました。 

 勤務終了後、ボランティアでしたがたくさんの職員が集まり、ペ

グ探し＆ペグ抜を行いました。見つけた時は、宝物を発見したよう

ですっきりした気持ちになりました。 

 〇対話する教師チームに 

 低学年、高学年の２つのチームで日々の対話が活発になってきま

した。 

 今はもっぱら、運動会の話題が多いです❢しかもトークが熱い❢

月に一度は全体で、共通の話題について対話をしています。 

 〇初の「春」の運動会に向けて 

 先日、紀伊民報でも掲載されましたが本校でも「春」の運動会に

向けて練習がスタートしています。「春」の運動会になったこと

で、「夏」になかった変化を早速実感しています。何と言っても練

習している時期が「とても涼しい❢」本当にさわやかな風が吹く

中、集中して練習に取組むことができています。 

令和４年度 危険物安全週間の実施について 

 ６月５日（日）から11日（土）まで危険物安全週間です。 

 事業所や個人での危険物の取扱いには十分注意しましょ

う。また、ガソリンを携行缶で購入される際は、左記のとお

りガソリンスタンドで確認を行いますので、ご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。 

令和４年度危険物安全週間推進標語 

一連の 確かな所作で 無災害 

令和４年度 田辺湾クリーン作戦❢ 

 田辺湾クリーン作戦は、田辺湾沿岸に流れ着いたごみ（漂着物）等を市民の皆さま及び各種団体の皆さまの協力

のもと、清掃活動を行う中で自然環境の保全や環境美化に関する意識を醸成することを目的に毎年実施されていま

す。田辺市を皆さまの手で清掃していただき、きれいで住みよいまちづくりの推進のため、多くの皆さまのご参加

ご協力をお願いいたします。 

 

❖日時   ６月18日（土）午後１時30分～（１時間程度）  

    ※小雨決行。荒天の場合は、翌19日（日）に延期 

    ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・延期の場合は田辺市ＨＰ等にてお知らせい

    たします。 

❖清掃場所  元島・天神崎地区、跡の浦地区、鳥の巣地区、扇ヶ浜地区、左会津川河口地区（上屋敷側） 

❖注意事項  ・ごみ袋、軍手は当日お配りします。 

    ・ごみは４分別での回収をお願いします。 

                     （燃えるごみ、資源ごみ、プラスチックごみ、埋立ごみ） 

    ・暑い中での清掃活動です。無理はせず熱中症等に気をつけてください。 

    ・地球温暖化防止対策として、できるだけ自動車のご利用をお控えいただくか、乗り合わせにて

    ご参加ください。 

❖お問合せ  環境課 環境対策係 ☎26-9927 

❖「海岸漂着物問題」について 

 海岸漂着物とは山、川、海へとつながる水の流れを通じて海岸に流れ着いたもので、その中には私たちの

生活に伴って出るごみも多く含まれており、海岸近くに住まわれている方だけの問題ではなく、全ての地域

において共通した課題であります。実際、海岸漂着物が原因で漁業や観光、生物環境など様々なところで悪

影響が生じることもあります。 

 こうした海岸漂着物をなくし、自然豊かな海を守っていくためには、海岸漂着物問題に対する理解を深

め、ごみをポイ捨てしない、道や河川などの清掃活動に参加するなど私たち一人ひとりができる取組を積極

的に行っていくことが解決の一歩につながります。 


